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～2022年度玉野市協働のまちづくり事業

補助金活用事例集～



事業名　　天王池竹林整備事業
団体名　　玉野市 天王池竹林の会
活動実績　活動回数48回/参加された方の延べ人数400人/
　　　　　スタッフ人数40名
総事業費　741,195円　　補助金　270,000円　
事業の内容
 地主の⾼齢化に伴い管理できなくなった、⽟野市⻑尾の天王池下

にある⽵林の整備・美化を、地域の⽅々と協働し実施しました。

 毎週⼟曜⽇に会員が集まり、遊歩道⽵にある⽵垣改修整備、清

掃、枯れた⽵の排除を実施し、補助⾦で購⼊した粉砕機を活⽤して

⽵のチップを⽣成、道の駅みやま等で販売しています。他地域から

⽵林の整備に関する相談にも対応しています。また、作業⾵景は

SNSで配信しています。

講 評（玉野SDGｓみらいづくりセンター）
 地域の⽅々と連携して作業を継続した結果、新たな観光地として賑わい

の創出になっています。また、今回協働のまちづくり事業補助⾦を使って

⽵の粉砕機を購⼊され、粉砕したチップを道の駅みやま他で販売し、財源

の確保につながっています。継続する事業のモデル的な取組みだと思いま

す。

事業名　　楽しいうのまち・まちづくりの集い
団体名　　宇野地区連合自治会
活動実績　活動回数1回/参加された方の延べ人数500名/　
（うのフェス）　
　　　　　スタッフ人数25名・ボランティア20名
総事業費　335,375円　　補助金　300,000円
　３３５

事業の内容
 ⺠家の⼀部を借り、冷蔵庫などの備品を揃えて地域住⺠が

気軽に⽴ち寄れる、地区の交流サロンを作りました。

 また、コロナ禍で⼈が集まる活動に制限がありましたが、

中央公園で⾳楽に合わせてウォーキングをする活動や、宇野

⼩学校の体育館を使った⼿作りイベント「みんなのUNOフェ

ス」を開催し、⼤勢の⽅に喜んでいただきました。

講 評　（玉野ＳＤＧｓみらいづくりセンター）
 宇野地区連合⾃治会として様々な取り組みをされ、地域住⺠が⾃

助、共助で助け合い、持続可能な地区を⽬指されています。特に地

区のサロンの整備に補助⾦を活⽤する他、⼩学校でのイベントは、

若い⼈たちにもコミュニティに興味関⼼を持ってもらえる取組みと

なっていました。

粉砕機を使った作業の様子

整備された竹林の様子

販売用の竹チップ

「みんなのUNOフェス」体育館で
吹奏楽演奏

中央公園でウォーキング



事業名　　ファミリーコンサート
団体名　　玉野ウインドオーケストラ
活動実績　活動回数1回/参加された方の延べ人数430名/スタッフ人数50名
総事業費　110,963円　　補助金　73,766円
　

事業の内容
 ⽟野市⺠会館閉館後、レクレセンターで継続している活動で、⽟野市⺠が気軽に⾳楽を聴きに来て

いただき、⾝近に吹奏楽の⽣の⾳に触れていただく機会の創出ができました。また、多世代から慕わ

れる選曲を⾏い、コンサートを楽しんでいただけました。今回補助⾦は⼿作りの楽器を製作するワー

クショップに必要な材料や、コンサートのチラシ印刷などに使⽤しました。

講 評（玉野SDGsみらいづくりセンター）
 毎年開催されているファミリーコンサートです。活動に歴史もあり、400名のお客様に来場していただくほ

どの実⼒ある団体です。今回の演奏会は、⼩さなお⼦さまから年配の⽅まで広く楽しんでいただける地域密着

型の演奏会を企画され、⼤いに楽しめる場として有意義な活動だったと思います。

事業名　　天狗山環境整備事業
団体名　　天狗山護山会
活動実績　活動回数1回/参加された方の延べ人数150名/スタッフ人数11名
（オープニングイベント）

総事業費　320,241円　　補助金　288,216円
事業の内容
 天狗⼭の岩に⿃居を設置し、「天空の⿃居」と名付けて観光地となっています。⿃居に⾏く⼭道の

整備（鎖の設置）のために業者委託を⾏いました。また、安全確保のため、⼭道の整備として地域住

⺠と草刈りを⾏い、危険個所への注意喚起など、⼿作り看板も設置しました。

講 評（玉野SDGｓみらいづくりセンター）
 天空の⿃居は、全国メディアにも取り上げられ⽟野市外からも観光客が来られています。花崗岩の坂道を安全

に登⼭するために補助⾦を活⽤され安全対策を実施した結果、登⼭者が増えるなど地域活性化につながったと思

います。鎖が完成したオープニングイベントには地元⾼校⽣の吹奏楽団なども参加され、地元に愛される場所に

なっています。これからの取組みにも期待したいと思います。

天空の鳥居から宇野港を望む 設置した鎖 オープニングイベントに参加した高校生

本番前リハーサル



事業名　　たまののゴミ拾い！
団体名　　ブルーウィングスはれつばめ（以下「TBM」と記す）
活動実績　活動回数9回/参加された方の延べ人数74名/
　　　　　スタッフ人数56名
総事業費　125,546円　　補助金　112,991円
          

事業の内容
 毎⽉１回午前７時から１時間、各地域の公共的な場所のゴミ拾

い活動を実施。補助⾦でTBMの名⼊りの作業⽤ベスト、集めたご

みが⼀般ごみではないことを記したシール、次回開催場所を明記

したポスターを制作しています。毎回、SNSで参加を募集する案

内を発信し、夏休み期間中は⾼校⽣に参加の呼びかけを⾏ってい

ました。この活動を継続し、参加者が増えてきています。

講 評（玉野SDGsみらいづくりセンター）
 美しい町、ゴミがない、かっこいい町を⽬指し取り組まれている活動

は頭がさがります。地域を限定せず、SNSで場所を予告し、参加者を募

りながら、地域住⺠を巻き込む取り組みは⼤変興味深いと感⼼しまし

た。また、⼀般ゴミと間違われないようシールを袋に貼り付け、⽟野市

環境保全課に連絡して回収を依頼するなど⾏き届いた取組みは、末永く

継続していかれるだろうと思いました。

事業名　　地域づくり講演事業
団体名　　一般社団法人玉野青年会議所
活動実績　活動回数1回/参加された方の延べ人数対面45名・
　　　　　ZOOM30名/スタッフ人数11名
総事業費　745,190円　　補助金　300,000円
   

事業の内容
 ⽊下⻫⽒講演会「意識変⾰のまちづくり∼⽟野のまちづくり

幻想って何なん？∼」開催の費⽤。⽟野市⺠に広く参加できる

⼯夫を⾏い、第１部は講師による講演会、第２部は「明⽇から

できる改善」というグループワークを⾏い、参加された⽅の意

識⾼揚を図ることができました。

講 評（玉野SDGsみらいづくりセンター）
 企画された講演会は、ZOOMでの参加、またワークショップを取

り⼊れて、市⺠が参加しやすい⼯夫が随所に感じられました。⼤変

よい講演会でした。⽇程が夏から秋に変更した具合で、会場探しに

苦慮されていらっしゃいましたが、駅東創庫という⽟野らしい場所

での開催は、参加する側からも意識変⾰を起こしやすいと感じまし

た。

宇野港でゴミ拾い

次回のゴミ拾いの案内チラシ

ゴミのポイ捨て禁止啓発看板

講演会参加者関係者と一緒に記念写真



                     ～玉野市協働のまちづくり事業補助金を活用して

                                   やってみたいこと実現してみませんか！！～
　玉野市協働のまちづくり事業補助金は、地域の課題や自治会の活動のために、またこんな夢を実現した

いと活動をしている団体を応援する事業です。まずは、「やってみたい」「こんなこと考えている」というや

る気がある方は、玉野市総務部協働推進課又は玉野SDGsみらいづくりセンターにご相談ください。

2023年7月に活動報告会・交流会を開催しました！！
 2023年7⽉8⽇（⼟）すこやかセンター・やまももホールにて、2022年度⽟野市協働のまちづくり事業活動報告

会、並びに2023年度みらい交流会を開催しました。関係者含め43名の⽅に参加していただき、第1部では2022年

度の活動報告発表、第2部では「2030 私ならこんな町にしたい⽟野 ⼤⼈編」と題して、活動⾃慢や困りごとを

共有し話し合いの場を作りました。活動内容は様々でも、⽟野市のまちづくりに参加したいという思いは共通して

いる。⼤変有意義だったと好評をいただきました。

参加者・関係者集合写真

市長挨拶 グループワーク活動報告会

玉野ＳＤＧｓみらいづくりセンターについて

　2022年度、玉野市協働のまちづくり補助金事業のフォロアップ事業を行った団体です。補助金を受

けた各団体の活動が、より良い活動になるように時に「申請前相談」「中間支援」を行い、活動期間

中、随時伴走支援を行っています。この補助金の事業終了後も地域の活動の紹介、交流会の案内を行

っています。



＜事業の流れ＞

1⽉∼2⽉上旬 ①�補助⾦申込み【団体→市】

2⽉∼3⽉
②�申請前相談会【みらい→団体】

③�補助⾦交付申請【団体→市】

4⽉ ④�補助⾦交付決定【市→団体】

4⽉∼翌年3⽉

⑤�事業実施【団体】

⑥�(必要な時）随時相談【団体→みらい】

⑦�事業完了【団体】

⑧�補助⾦実績報告【団体→市】

⑨�アンケート【みらい→団体】

⑩�補助⾦交付【市→団体】

翌年７⽉ ⑪�活動報告会・交流会【団体・みらい・市】

＊「みらい」：⽟野SDGｓみらいづくりセンター


